




近年、栄養水準の目ざましい向上、なかんずく、乳児栄養法の進歩、普及により、いわゆ

る nutri-tional rickets は、すでに過去の疾病となったといっても過言でない。しかしな

がら、極小未熟児に代表される未熟児の nutritional rickets は、未熟児の生命予後の改

善により、次第に増加傾向にあり、その病態の理解及び予防・治療指針の確立が必要不可

欠である。 

本研究の目的は、未熟児くる病の病態生理を主としてリン酸代謝の観点から検討し、未熟

児くる病の発症に占めるリン酸欠乏の意義を明らかにすることにある。また、未熟児くる

病の診断基準についても、奥山、井村、多田らとの共同作業として、検討する予定である

。 


